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IT技術企業ナレッジの大学教育への
展開における一考察













A Consideration in the Application of University Education to 
Knowledge of Practical IT in Business
Keiichiro KYOMA＊, Yorinori KISHIMOTO＊, 
Eiji NUNOHIRO＊ and Takashi YAMAGUCHI＊
In this paper, we discussed the trend of working people and college students based of the result 
of questionnaire that we obtained in the lectures of “Knowledge of Practical IT in Business Scene”. 
The questionnaire’s output was classified into 3 groups. These are “General College Students”, 
“Aggressive College Student” and “Working People”. As for the average of Class Evaluation Value, 
“Aggressive College Student” and “Working People” were same score. But “General College 
Students” became a low score. Furthermore, as for the impressive subject in the lecture, “Working 
People” were the business content, but “General College Students” and “Aggressive College 
Student” was more common topics that are related to personal experience. It is assumed that 
these results are caused by the difference in basic knowledge levels between groups. Based on this 
result, the lectures of “Knowledge of Practical IT in Business Scene” at university can improve the 
satisfaction of “Aggressive College Student”.
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①内容が理解できた ５ ４ ３ ２ １
②新たな知識や技術が得られた ５ ４ ３ ２ １
③講師の話し方は聞き取りやすかった ５ ４ ３ ２ １
④スライドや資料はわかりやすかった ５ ４ ３ ２ １
⑤講座内容は期待した通りだった ５ ４ ３ ２ １
⑥講座内容は適切なボリュームだった ５ ４ ３ ２ １
⑦ 講師が熱意と誠意をもって講義を
行った
５ ４ ３ ２ １
⑧質問に対して誠意をもって対応した ５ ４ ３ ２ １
⑨講座を受講した価値があった ５ ４ ３ ２ １





































































平均 最大 最小 平均 最大 最小
①内容が理解できた 4 5 3 4.38 5 2
②新たな知識や技術が得られた 4.1 5 3 4.04 5 3
③講師の話し方は聞き取りやすかった 3.65 5 1 3.74 5 2
④スライドや資料はわかりやすかった 3.65 5 1 3.83 5 1
⑤講座内容は期待した通りだった 3.65 5 2 3.74 5 2
⑥講座内容は適切なボリュームだった 3.95 5 2 4.22 5 3
⑦講師が熱意と誠意をもって講義を行った 4.3 5 3 4.35 5 3
⑧質問に対して誠意をもって対応した 4.72 5 4 4.42 5 3
⑨講座を受講した価値があった 4.15 5 2 4.04 5 2
⑩この分野に関して興味が増した 4.2 5 3 4.04 5 2
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表４．公開講座における印象に残った内容とその理由


























その他 0 0 　
表５．大学講義の講義評価
平均 最大 最小
①内容が理解できた 3.56 5 1
②新たな知識や技術が得られた 3.71 5 2
③講師の話し方は聞き取りやすかった 3.72 5 1
④スライドや資料はわかりやすかった 3.59 5 1
⑤講座内容は期待した通りだった 3.36 5 1
⑥講座内容は適切なボリュームだった 3.45 5 1
⑦講師が熱意と誠意をもって講義を行った 3.79 5 2
⑧質問に対して誠意をもって対応した 3.44 5 2
⑨講座を受講した価値があった 3.54 5 1
⑩この分野に関して興味が増した 3.36 5 1
表６．大学授業における印象に残った内容とその理由











業務 14 23.3 SEの分類とこれからの必要なスキルについて。
社会インフラとしての IT基盤
その他 4 6.7 今後の話題についての話
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６．結　　論
　本論文では、企業ナレッジを大学教育に展開
する場合に生ずる問題点を抽出するために、社
会人も参加する公開講座と実際の大学講義で同
じ講義を実施し、その評価をアンケートによっ
て得た。この結果に対して社会人、意欲的な大
学生、一般的な大学生に分類して調査を行った
結果、授業評価の傾向として、社会人と意欲的
な大学生の平均は近いものとなったが、一般的
な大学生の評価は低い値となった。受講者の印
象に残った内容については、社会人が実際の業
務内容であることに対して、意欲的な大学生お
よび一般大学生はより身近な話題が印象に残っ
た結果となった。これらの差は受講者の基礎知
識の差が原因と考えられる結果となった。ま
た、意欲的な学生に対する影響（効果）は、社
会人への影響（効果）より高い評価結果である。
この結果から、企業ナレッジを大学教育に導入
することによって、意欲のある学生の満足度を
向上し、この学生をリーダとした教育体系を形
成することにより、更に高度な専門教育と産学
の連続した教育を実現できると共に、基礎知識
が不足している学生への意識改革に繋がるので
はないかと考えられる。
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師の話方は聞き取りやすかった」「スライドや
資料はわかりやすかった」の評価の最小値は学
生３、社会人２と学生の方が高い評価となっ
た。これより、本講義のスタイルは社会人より
も大学生向けだったと考えられる。これはター
ゲットを大学生として実施したことが原因と考
えられる。ただし、大学生対象とする場合も更
なる改善が求められると考える。
５．２　受講者の印象傾向
　アンケート項目「本講座で最も印象に残っ
た内容は何ですか？またその理由は何です
か？」に着目した。この設問の記述欄の傾向と
して意欲的な大学生および一般大学生は「SNS
（Social Networking Service）」「震災」というキー
ワードが多い反面、社会人は「APT（Advanced 
Persistent reats）」といった実際の現場業務に
関するキーワードの出現頻度が多い結果となっ
た。これは本講座の基礎となる知識について、
学生が低く、社会人が高いために生じたと考え
られる。本講座を実施する場合には、ターゲッ
トの知識レベルを考慮した講義内容や題材に改
善する必要があると考えられる。
５．３　意欲的な学生に対する効果
　表３および表５より、意欲的な学生は社会人
や一般的な学生と比較して、「新たな知識や技
術が得られた」「講座を受講した価値があった」
「この分野に関して興味が増した」の項目が高
い値となった。これは、意欲的な学生の指向と
して卒業後の進路につながる実際のビジネス現
場への興味が強いことに起因すると考えられ、
将来の就職や実践的な知識に対する欲求が高い
ことが原因と考えられる。この結果より、企業
ナレッジを大学教育に導入することによって、
意欲のある学生の満足度を向上し、この学生を
リーダとした教育体系を形成することにより、
更に高度な専門教育と産学の連続した教育を実
現できると共に、基礎知識が不足している学生
への意識改革に繋がるのではないかと考えられ
る。
